熟年ゴム・バレーボール大会 主管チームの手引き　　（平成２８年３月修正）
　　 
主管チームとしてやるべき業務を時系列で整理しましたので活用してください。
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1． 募集要項の策定(６０日前)
１）日時・場所・申し込み先 及び 期限等を　横野　が策定し、主管チームに送付する
２）上記の募集要項をホームページ（H／P）に掲載する（横野担当）

２． 競技要項の策定（これ以降は主管チームの業務です）
1） 参加チーム数が確定後、競技要項を策定する（極力２ブロックで構成する）
2） リンク戦の対戦相手パターン表を作成する。

＜リンク戦の基本事項は前後のチームで２試合　他の１試合は好きに決めても良いです＞

3） 各ブロック上位チームによる決勝トーナメント戦とする。

＜進出するチーム数は最大８チーム（時間内消化が可能かを検証し決定する＞

4） 使用開始１ケ月前に体育館に赴き「利用許可申請書」に必要事項を記入し提出する。

利用責任者名は「市バレーボール協会　横野　雅哉」としてください。

その際、利用体育館の開錠時間等を確認し、競技要項の召集時間・開会式等の時間を決定する

（余り早い時間を要求すると、時間外割り増しを請求されるので要注意）

特に、古市場（宮野木）体育館は駐車台数が制限されるので十分な打ち合わせをお願いします。
5） 表彰規定を策定する＜試合球及び副賞として授与するボールの数を決定する＞
３．組み合わせ等の策定 
（１） 通し番号をふった組み合わせ表（２ブロック）を作成する。

（２） 予選の組み合わせ抽選は当日受付時（受け付け順）に行う。
１）通し番号をふったくじ引き棒（参加チーム数分の番号をふったもの））を使い実施する。
２）チームカードを用意しておき、組み合わせ表に添付していく。
３）前年度優勝チーム、同一地区等の配慮はせず、フリー抽選とする。
（３） ブロックごとの試合順・審判担当チーム･試合時間を決定し、一覧表を作成する。
（４） 決勝トーナメント戦の組み合わせ表及び審判担当チームを決定する。

（５）　予選リーグ対戦表及び決勝トーナメント戦の資料を 横野 へ送信する。

（５） 横野はH／Pへの掲載を依頼する。

4． 冊子の作成
最新版のものに、必要事項を修正・加筆し作成する
＜必須は　表紙、予選組み合わせ表、決勝トーナメント組み合わせ表、試合進行表＞　＋オプション
5． 会場との打ち合わせ＜２週間前に体育館に行き、打ち合わせをする　（電話等では駄目です）
1） 開館時間の再確認及び備品等で、当該会場で用意してもらう物を確認する
2） 減免措置（市バレーボール協会主催試合）用書類の起票等をする。
その時の、申請者名は横野雅哉　260-0801　千葉市中央区仁戸名町408-85  ℡ 263-2810　と記載方。
6． 試合当日＜選手以外で、下記３項の業務遂行可能な人材が必要です＞
1） コートの設営(２面)　＜タイマー・クロック及びフラッグは横野が持参する＞
2） 開会式の進行　＜新規加入団体があれば紹介をする＞
3） 試合中は、本部席脇に陣取り、試合の進行、試合結果記入等のお手伝い（冊子及び掲示表）

4） 表彰状の揮毫
5） 閉会式の進行
6） 後片付け
7． 試合結果の纏め

1） 予選リーグ及び決勝トーナメントの結果を纏め、横野に送信する。

2） 決算報告書作成し横野に送信する。

3） 次回幹事チームにパソコン等で関係書類を引き継ぐ。
